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U18男子日本代表ニュージーランド遠征
　横田高校男子ホッケー部　
　石田赳弥さん（2年）　松島貴也さん（3年）
　佐伯郁未さん（3年）　二澤未来也さん（3年）

　

１
月
８
日
、
今
年
７
月
に
開
催
さ
れ
る
東
京
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
に
向
け
、
ホ
ッ
ケ
ー
競
技
の
男
女
日
本
代
表
候

補
選
手
に
選
ば
れ
て
い
る
横
田
高
校
出
身
者
を
応
援
す

る
た
め
、
候
補
選
手
11
名
の
名
前
が
刻
ま
れ
た
横
断
幕

が
役
場
仁
多
庁
舎
に
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
丸
山
島
根
県
知
事
、
島
根
県
ホ
ッ
ケ
ー
協

会
絲
原
会
長
、
勝
田
町
長
が
出
席
す
る
な
か
、
「
め
ざ

せ
日
本
代
表
！
」
の
掛
け
声
で
横
断
幕
が
お
披
露
目
さ

れ
る
と
参
加
者
か
ら
大
き
な
拍
手
が
起
き
ま
し
た
。

　

勝
田
町
長
は
、
「
小
さ
な
町
か
ら
11
名
も
候
補
選
手

に
選
ば
れ
た
こ
と
は
誇
り
で
す
。
後
輩
に
夢
を
与
え
て

く
れ
た
こ
と
が
嬉
し
い
。
応
援
の
機
運
を
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
。
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

２
月
の
時
点
で
男
子
33
名
、
女
子
44
名
が
全
国
の
候

補
と
な
っ
て
お
り
、
代
表
メ
ン
バ
ー
男
女
各
16
名
が
正

式
に
決
定
す
る
の
は
、
５
月
末
に
な
り
ま
す
。

　横田小学校の４年生が１月１７日、社会科学
習の一環でＪＲ木次線をテーマにしたポスター
を作成しました。３１日に沿線自治体などでつく
る木次線利活用推進協議会へ寄贈され、協議
会の会長を務める勝田町長が受け取りました。
　地域の鉄道であるＪＲ木次線にまつわる歴史
や文化、木次線の活性化をテーマに作成された
ポスターは全７枚。「木次線をまもろう」「木次
線をたくさん使おう」などのタイトルをつけて、
町内の公共施設に掲示される予定です。

　1月11日、奥出雲町消防出初式が町民体育館で行
われ、消防団員436人が出動し、防火や防災への意識
を新たにしました。
　式典では、各種表彰のほか、退団者に感謝状が贈
られました。式典後、役場仁多庁舎前で分列行進が
行われました。当日は、天候にも恵まれ、駆けつけた
町民が見守る中、力強く行進する姿を披露しました。
その後、斐伊川護岸道路に移動し、今年１年の無火
災を祈り、一斉放水が行われました。今年の一斉放
水は、横田地域の分団により実施されました。
　なお、今年の７月に安来市で開催される、第64回
島根県消防操法大会には、ポンプ車の部に横田分団、
小型ポンプ車の部に亀嵩分団がそれぞれ出場するこ
とが決定しています。

木次線をまもろう、たくさん使おう
横田小４年生がポスターを作成

ポスターを
贈る様子

勝田町長と横田
小学校４年生の
皆さん▲斐伊川護岸道路での一斉放水の様子

▲火入れ式の様子

▲砂鉄や木炭を投入する様子
奥出雲町ホッケー応援キャラクター

▲除幕式の様子

▲

▲

奥出雲町消防出初式
　　防火・防災意識を新たに

　

１
月
31
日
、
横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に

お
い
て
、
男
子
ホ
ッ
ケ
ー
ユ
ー
ス
（
Ｕ
‐
18
）
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
遠
征
、
第
75
回
国
民
体
育
大
会

冬
季
大
会
ス
キ
ー
競
技
、
令
和
元
年
度
全
国
高
等

学
校
総
合
体
育
大
会
ス
キ
ー
競
技
、
第
57
回
全
国

中
学
校
ス
キ
ー
大
会
、
第
42
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少

年
団
剣
道
交
流
大
会
に
出
場
す
る
９
選
手
の
合
同

激
励
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

勝
田
町
長
か
ら
「
体
調
を
万
全
に
、
持
て
る
力

を
発
揮
し
て
夢
の
舞
台
に
臨
ん
で
く
だ
さ
い
。
」

と
励
ま
し
の
言
葉
が
送
ら
れ
ま
し
た
。

　

続
い
て
各
選
手
か
ら
決
意
表
明
が
あ
り
、
「
日

ご
ろ
の
練
習
の
成
果
を
出
し
た
い
」
「
支
え
て
も

ら
っ
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、
大
会
に
挑
み
た
い
」

な
ど
意
気
込
み
を
述
べ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ス
キ
ー
競
技
に
出
場
す
る
選
手
の
皆
さ

ん
か
ら
は
、
「
今
シ
ー
ズ
ン
は
雪
が
少
な
く
、
練

習
不
足
を
感
じ
て
い
る
が
、
全
力
で
頑
張
り
た

い
」
と
暖
冬
に
よ
る
雪
不
足
に
苦
慮
す
る
状
況
を

踏
ま
え
た
決
意
表
明
と
な
り
ま
し
た
。

　

１
月
22
日
、
鳥
上
地
区
の
日
刀
保
た
た
ら
で
、
火
入
れ
式
が
行
わ
れ
、
令
和
最
初

と
な
る
た
た
ら
操
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

火
入
れ
式
に
は
、
公
益
財
団
法
人
日
本
美
術
刀
剣
保
存
協
会
、
日
立
金
属
安
来
製

作
所
な
ど
の
関
係
者
約
30
人
が
出
席
し
、
玉
串
を
さ
さ
げ
て
操
業
の
安
全
と
成
功
を

祈
願
し
ま
し
た
。

　

安
全
祈
願
の
あ
と
、
技
師
長
の
村
下
を
務
め
る
木
原
明
さ
ん
と
渡
部
勝
彦
さ
ん
が

土
や
粘
土
で
築
い
た
炉
に
「
初
種
」
と
呼
ば
れ
る
砂
鉄
を
投
入
し
、
続
い
て
木
炭
を

く
べ
る
と
炉
か
ら
激
し
い
炎
が
上
が
り
ま
し
た
。

　

１
回
の
操
業
に
は
、
砂
鉄
10
ト
ン
、
木
炭
12
ト
ン
が
使
用
さ
れ
、
３
昼
夜
に
亘
り
、

砂
鉄
と
木
炭
を
交
互
に
入
れ
る
作
業
が
続
け
ら
ま
す
。
25
日
の
早
朝
に
は
、
炉
が
壊

さ
れ
玉
鋼
を
含
む
鉄
塊
の
鉧
を
取
り
出
す
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

た
た
ら
操
業
は
、
２
月
８
日
ま
で
合
計
３
回
行
わ
れ
、
約
９
ト
ン
の
玉
鋼
が
生
成

さ
れ
ま
し
た
。
で
き
あ
が
っ
た
玉
鋼
は
、
全
国
の
刀
匠
へ
提
供
さ
れ
、
日
本
刀
の
原

料
と
な
り
ま
す
。

け
ら

いしだ たけや

さえき いくみ にさわ みくや

まつしま

第75回国民体育大会冬季大会スキー競技
　景山寛樹さん（横田ｽｷｰｸﾗﾌﾞ）
令和元年度全国高等学校総合体育大会
　景山慎平さん（横田高1年）
第57回全国中学生スキー大会
　景山和葉さん（横田中2年）、石原 凛さん（横田中2年）

第42回全国スポーツ少年団剣道交流大会
　井上響喜さん（仁多中2年）

いのうえひびき

たかや

かげやま ひろき

かげやましんぺい

かげやまかずは いしはら りん

令
和
初
の
炎
　
日
刀
保
た
た
ら
操
業

令
和
初
の
炎
　
日
刀
保
た
た
ら
操
業

世
界
、
全
国
の
舞
台
に
挑
む
選
手
を
激
励

世
界
、
全
国
の
舞
台
に
挑
む
選
手
を
激
励

目
指
せ
！
東
京
五
輪
日
本
代
表

横
断
幕
の
お
披
露
目
に
つ
い
て

目
指
せ
！
東
京
五
輪
日
本
代
表

横
断
幕
の
お
披
露
目
に
つ
い
て
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　町では従業員の仕事と子育ての両立を応援する事業所を「おくいずも子育て応援事業所」とし
て認定する制度を平成２７年度から実施しています。今年度は、未来プロジェクト株式会社まほ
ろばの郷さんさん、有限会社川角工務店、有限会社蔦川土木の３社を認定し、勝田町長から認
定証等を手渡しました。
　各事業所で実施されている”子育てしやすい職場づくり”の取組を紹介します。

　来年度以降も引き続き、おくいずも子育て応援事業所の認定を行ってまいります。
　子育てのしやすい取り組みを行っている多くの事業所様からの応募をお待ちしております。

【お問い合わせ】奥出雲町教育委員会　結婚・子育て応援課
　　　　　　　　有線２１－４２７２　電話５２－２２０６
【お問い合わせ】奥出雲町教育委員会　結婚・子育て応援課
　　　　　　　　有線２１－４２７２　電話５２－２２０６

　

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
株
式
会
社

ま
ほ
ろ
ば
の
郷
さ
ん
さ
ん
は
、介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
で
、土
・
日
・
祝

日
に
も
業
務
が
あ
る
職
種
で
す
。

子
育
て
中
の
従
業
員
に
は
、土
・

日
・
祝
日
の
勤
務
を
少
な
く
調
整

し
、休
暇
の
取
得
し
や
す
い
環
境

や
急
な
休
み
に
も
柔
軟
に
対
応

で
き
る
体
制
づ
く
り
な
ど
、仕
事

と
子
育
て
の
両
立
に
向
け
た
取

り
組
み
を
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

未
来
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
株
式
会
社

ま
ほ
ろ
ば
の
郷
さ
ん
さ
ん

　

有
限
会
社
川
角
工
務
店
は
、

育
児
休
業
の
積
極
的
な
取
得
推

進
、
従
業
員
が
要
望
を
出
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
な
ど
、
時
代

の
流
れ
に
沿
っ
た
新
し
い
ア
イ

デ
ィ
ア
を
積
極
的
に
取
入
れ
て

お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
小
中
学

校
と
の
交
流
活
動
を
さ
れ
る
な

ど
、
地
域
の
活
動
に
も
進
ん
で

参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

有
限
会
社
　
川
角
工
務
店

　

有
限
会
社
蔦
川
土
木
は
、
子

育
て
中
の
従
業
員
が
休
暇
を
取

得
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
や
急

な
休
み
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
、

勤
務
時
間
の
弾
力
的
な
運
用
を

さ
れ
て
い
ま
す
。　

　

ま
た
、
児
童
の
下
校
時
の
見

守
り
活
動
や
環
境
美
化
活
動
を

さ
れ
る
な
ど
、
地
域
の
活
動
に

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま

す
。

有
限
会
社
　
蔦
川
土
木

　　1月17日、役場仁多庁舎において、仁多、横田両
中学校と横田高校を卒業し、春から新たな進路に向
かう生徒たちの応援と活躍を祈念して岩田農園株式
会社から「絶対合格すべる米」が贈られました。
　岩田農園は、町内の農地を借り受け、仁多米の生
産から販売まで手掛けていらっしゃいます。

岩田農園（株）岩田孝史代表取締役
若い方を応援したい！一緒に奥出雲町を元気にしていきた
い！という思いで岩田農園に出来ることを考えました。
恩田大輝さん【仁多中学校生徒会長】
仁多米をたくさん食べ、これからある試験に備えます。
堀尾こころさん【横田中学校生徒会長】 
仁多米を食べ、友人と励まし合いながら、最後まで勉強に励
みます。 
藤原恵太さん【横田高校生徒会長】
将来、町に恩返しができるようそれぞれの進路、目標に向か
って頑張ります。

　毎年7月28日に船通山の頂上で行われる「宣揚
祭」の中でスサノオノミコトに扮し、「剣舞」を披露さ
れている仰支斯里(かみきり)神社の石原道夫宮司が
昨年３月をもってスサノオノミコト役を引退されました。
　これまで「剣舞」を山頂で20回、悪天候により室
内で7回披露され、迫力ある舞で神事参加者を楽し
ませてくださいました。
　この度、宣揚祭を通して古事記神話の伝承に尽
力されたことに対し、町長から感謝状が贈られまし
た。
　石原宮司は、「スサノオノミコトを任された当初は、
白装束で舞っていたが、神事参加者に印象が残るよ
う、現在の衣装や面をかぶるようになりました」と思
い出を振り返りながら語られました。
　スサノオノミコト役は、昨年から奥出雲神代神楽
社中に引き継がれました。 

　奥出雲病院では、令和２年４月から助産師外来を
開設します。助産師と一緒に「いいお産」「いい育
児」について考えてみませんか？

助産師外来とは･･･ 
　助産師が妊婦健診を行ない、和やかな雰囲気
の中で妊娠中の身体の悩みやお産の不安などに
応えます。 
　また、産後の授乳相談や育児相談なども承り
ます。

◎助産師外来の内容
・妊婦検診：32週と37週の妊婦（希望者のみ）
・産後2週間検診：退院後の母子の状態チェック
・育児、母乳相談：赤ちゃんの体重チェック、
　育児・母乳相談
（乳腺炎ケアや授乳等の相談）
◎実施日等
・毎週水曜日14時～17時　1人30分
（予約制）
　詳細は、今後ホームページや３月広報
　などでご案内します。

　建設業の活動について理解を深めてもらうことや
地域貢献を目的として、島根県建設業協会青年部か
ら町内小学校に図書を寄贈いただきました。
　１月９日、町内小学校を代表して阿井小学校にお
いて贈呈式が行われ、川角工務店 川角専務より土
木・建設にまつわる本が児童に手渡されました。児
童は「頂いた本を大事に読みたいと思います」と感
謝の言葉を述べました。寄贈された図書は、町内小
学校に２冊ずつで、阿井小学校ではキャリア教育の
一環として授業に取り入れたいとしています。

お問い合わせ
奥出雲病院 3階病棟（助産師まで）電話　54-2773 ▲川角専務（右から2人目）と阿井小学校の皆さん

▲石原宮司と孫の志水智美さん 

▲各校の生徒会長に手渡されました（左から）

まい

おくいずも子育て応援事業所を認定おくいずも子育て応援事業所を認定
卒業生応援プロジェクト

「絶対合格すべる米」をプレゼント
卒業生応援プロジェクト

「絶対合格すべる米」をプレゼント
船通山宣揚祭　
スサノオノミコト役の石原道夫宮司引退 

奥出雲病院助産師外来の開設について 島根県建設業協会青年部から町内
小学校へ図書の寄贈

近年は、孫が船
通山を一緒に登
り、登山道を先
導してくれるな
ど、サポートして
くれました。

まい

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲舗装改修を行った梅木原地内の道路

クーリング・オフの手順について

日本農業遺産ロゴマークデザインの募集について

　先月は、クーリング・オフ制度をご紹介いたしましたが、今回はハガキ
一枚で契約解除できる 「クーリング・オフ手順」についてご紹介します。

令和元年度
電源立地地域対策交付金事業　
大仁農道の舗装改修工事を行いました
　電源立地地域対策交付金は、ダムなどの発電
施設所在市町村に対し、住民の利便性向上のた
めの事業や、地域の活性化を目的とした事業を支
援するために国から交付される交付金です。
　昨年度に引き続きこの交付金を活用して、大仁
農道の経年劣化の著しい区間において舗装改修
工事（延長：210m）を実施しました。これにより、通
行車両への影響が小さくなり快適な通行が期待さ
れます。

国民年金保険料の
　 学生納付特例制度について
　学生納付特例制度は、申請により保険料の納
付が猶予される制度です。この制度を利用するこ
とで、将来の年金受給権の確保だけでなく、万一
の事故などにより障害を負ったときの障害基礎年
金の受給資格を確保することができます。

日曜労働相談会を開催します

こころがかぜをひいていませんか？

国の教育ローン
あなたの“未来”応援します

　「サービス残業」「パワハラ」「突然の解雇」な
ど、労働者と事業主間のトラブルでお困りではあり
ませんか。ひとりで悩まず、まずは専門家に相談して
みませんか。

　こころの不調が続いてつらいときは、我慢しな
いで相談しましょう。身近な人が悩んでいることに
気づいたら、声をかけ、話をじっくり聞きましょう。

※日曜日、祝日は、ご利用いただけません。※全国か
ら市内通話料金でご利用いただけます。ナビダイヤル
がご利用いただけない場合は、03-5321-8656におか
けください。

◎人生の様々な悩み
島根いのちの電話　０８５２－２６－７５７５
月曜～金曜　９：００～２２：００
土曜９：００～翌日曜２２：００（年中無休）
◎ここの健康相談
役場健康福祉課　０８５４－５４－２７８１
月曜～金曜　８：３０～１７：１５（祝日・年末年始を除く）

○日　時　３月１日（日）10時～15時（受付時間）
○会　場　斐川文化会館
　（出雲市斐川町荘原。出雲市役所斐川支所となり）
○料　金　無料
○相談員　弁護士、社会保険労務士など
※秘密は厳守します。
○対　象
　労働者、事業主どちらの相談も受け付けます。
※事前予約者を優先しますが、当日受付も行います。
○お問い合わせ　島根県労働委員会
　　　　　　　　電話 0852-22-5450

お問い合わせ　農林土木課
　　有線 20 -4210　電話 52 -2673

申請場所
町民課（仁多庁舎）、税務課（横田庁舎）
お問い合わせ
松江年金事務所　０８５２－２３－９５４０
 　 ＊音声案内　２番→２番
町民課　有線 ３１－５１０６　電話 ５４－２５１０

対象となる方
〇大学（大学院）、短大、高等学校、高等専門学校、
専修学校等に在学する生徒で、学生納付特例を受
けようとする年度の前年の所得が基準以下の方
＜所得目安＞118万円＋｛（扶養親族の数）×38万
円）｝で計算した額以下
申請に必要なもの
○年金手帳　　○印鑑
○在学期間がわかる学生証の写し（裏面に有効期
限、学年、入学年月日の記載があれば裏面も含む）
または在学証明書（原本）
※令和２年度分は令和２年４月から申請できます。

３月は「自死予防対策強化月間」です

ご融資額
お子さま一人あたり
３５０万円以内

ご入学前のまとまった
費用の準備が可能

固定金利
長期返済が可能

40年以上の取り扱い
実績

【県相談窓口】　島根県消費者センター
  ●電話相談　電話：０８５２－３２－５９１６
  ●来所相談　松江市殿町８番地３　市町村振興センター５階
  ●受付時間　日曜日～金曜日　８：３０～１７：００
　　　　　　  （日曜日は、電話相談のみ12～13時は休業）
  ●休業日　　土曜日、祝日、年末年始（12/29～1/3）

【役場相談窓口】
　奥出雲町消費者問題研究協議会
　役場仁多庁舎　町民課町民グループ
  ●電話相談 電話：５４－２５１０　
 有線：３１－５１０７

≪クーリング・オフの手順≫
・クーリング・オフは、必ず書面で行いましょう。
・クーリング・オフができる期間内に送付しましょう。
＊訪問販売・電話勧誘８日以内
＊マルチ商法等２０日以内
＊期間が過ぎていても、ウソの説明や脅したりする等不当な勧
　誘があれば期間に関係なく、取り消せる場合があります。
・クレジット契約している場合は、販売会社とクレジット会社
　に同時に通知しましょう。
・はがきの両面をコピーしておきましょう。
・「特定記録郵便」または「簡易書留」など、発信の記録が
　残る方法で送付し、コピーや送付の記録は一緒に保管しま
　しょう。
◎書き方や手順について分からないときは、下記の窓口にご
　相談ください。

【応募方法】
　　町ホームページ「たたら製鉄に由来する奥出
　雲の資源循環型農業」から応募用紙をダウンロ
　ードし、ロゴマークのほか必要事項を記入して
　電子メール、郵送または直接持参してください。

（クーリング・オフ通知はがきの記載例）
　
　
契
約
解
除
通
知
書

●
契
約
年
月
日
　
令
和
○
年
○
月
○
日

●
商
品
名
　
　
○
○
○
○
○

●
販
売
会
社
名
　××××

（
●
ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
　××××

）

　
右
契
約
を
解
除
い
た
し
ま
す
の
で
通
知
し
ま
す
。

令
和
○
年
○
月
○
日

　
　
　
　
　
住
所
　
　
△
△
△
△

　
　
　
　
　
氏
名
　
　
□
□
□
□

奥出雲町の農文化や里山風景、持続可能な農業をイメージできるロゴマークデザインを募集します！

【お問い合わせ・提出先】
〒699-1511　島根県仁多郡奥出雲町三成358-1
奥出雲町農業遺産推進協議会
ロゴマーク応募係
有線　31-5282　電話　54 -2513

詳しくは、町ホームページをご覧ください。

奥出雲町日本農業遺産ロゴ募集 検索

【応募期間】
　１月20日（月）～３月30日（月）消印有効
【募集内容】
　①分かりやすくシンプルなもの
　②次の要素を一つ以上含んだもの
　・たたら製鉄
　・砂鉄を採取した「鉄穴流し」
　・棚田や鉄穴残丘など特徴的な景観
　・仁多米、奥出雲和牛、シイタケ、ソバの農産物
　・資源循環型農業
　③世界農業遺産への申請を予定しているため、
　　世界農業遺産に認定された際も利用できるもの
【表彰・商品】
　最優秀賞　賞金10万円＋仁多米10キロ
　※受賞者が高校生以下のときは、賞金は図書カ
　　ードとなります。
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役
場
か
ら
の
お
知
ら
せ

▲島根県アスレティックトレーナー協議会学生部の皆さん ▲学生トレーナー賞トロフィー

　私はこれまでスポーツを通して多くのことを経験してきました。
　特に、昨年の５月から現在においては顕著でした。例えば、研修会への参加や島根
県のスポーツトレーナー団体に学生部を立ち上げたことがあげられます。
　こういった活動から昨年、島根県アスレティックトレーナー協議会の学生トレーナー賞
を受賞することが出来ました。また、これまでの経験の中で特に印象的だったことはト
レーナーとしての考え方です。様々な出来事の中で自分の無力さや未熟さに触れ、悩
んだ時期がありました。そこから弱い自分を出せることの強さを学ぶことができました。
　何でも出来るようになることも大切ですが、時には誰かに頼ることも大切であり、それが新たなご縁を生みま
す。弱みを強みに変えるという素晴らしい考えを得ることが出来ました。まだまだ未熟ですが、この経験を強み
に日々 邁進していきたいと思います。

伊沢拓司さんの講演会伊沢拓司さんの講演会
　１月２９日、クイズ番組「東大王」、YouTubeなど
で活躍されている伊沢拓司さんによるクイズ大会
と講演会を横田コミュニティセンターで開催しまし
た。
　伊沢さんは、全国各地でイベントや講演会を開
催されており、本校の生徒が抽選に応募し、当選し
たことから実現しました。
　当日は、本校の生徒のほか、小学生や地域の方
にも参加いただき、伊沢さんの出題するクイズを
通して会場全体が熱気につつまれ、時間があっと
言う間に過ぎました。
　また、講演では、相手の考えを想像しながら、行
動することの大切さをお話しいただきました。

横田高校の活動をお知らせする「よここうコーナー」

　１月３０日、本校３年総合コースの生徒が、三成幼
児園と横田幼児園で「ヒーローショー」を披露しま
した。これは「国語表現」の授業を使い、生徒が脚
本から小道具、衣装などすべてを手がけた生徒に
よる手作りのショーで、今年で４年目になります。
　三成幼児園では、「食品戦隊スサノオウィザード」
を演じて食べ物を大切にする気持ちを、横田幼児
園では、「ニタマイン」を演じて特産の仁多米の素
晴らしさを子どもたちに伝えました。
　どちらも園児が参加できる内容で、園児と一緒
にショーを楽しみました。短い時間でしたが、園児
と楽しく交流させていただくことができました。

３年総合コース ヒーローショー３年総合コース ヒーローショー

島根リハビリテーション学院

島根県アスレティックトレーナー協議会
　　　　　　　　　　　　　「学生トレーナー賞」受賞

『スポーツから得た「学び」とこれから』　　理学療法学科　3年　中山　州一郎

【
問
】こ
れ
ま
で
国
保
税
は
年
２
回
通
知
書
が
届
い
て

　
い
た
け
れ
ど
、来
年
度
か
ら
は
ど
う
な
る
の
？

【
答
】普
通
徴
収
の
方
は
、７
月
に
計
算
を
し
て
、年
１

　

回
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

【
問
】７
月
か
ら
納
付
が
始
ま
る
け
れ
ど
、４
〜
６
月

　

分
の
国
保
税
は
支
払
わ
な
く
て
い
い
の
？

【
答
】４
〜
６
月
分
は
、７
〜
３
月
分（
年
９
期
）に
含

　

め
て
支
払
う
よ
う
に
な
り
ま
す
。

【
問
】納
付
回
数
が
12
回
か
ら
９
回
に
な
る
け
れ
ど
、

　

１
回
あ
た
り
ど
の
く
ら
い
支
払
額
が
増
え
る
の
？

【
答
】例
え
ば
、年
間
国
保
税
が
18
万
円
の
場
合

　
（
所
得
や
税
率
、加
入
者
の
人
数
変
更
が
な
い
場
合
）

　

・
令
和
元
年
度
ま
で（
納
期
12
回
）

　
　

１
回
あ
た
り
１
万
５
千
円

　

・
令
和
２
年
度
か
ら（
納
期
９
回
）

　
　

１
回
あ
た
り
２
万
円

　

※

１
回
あ
た
り
５
千
円
多
く
な
り
ま
す
。

　

１
回
あ
た
り
の
納
付
額
は
増
え
ま
す
が
、年
間
の

保
険
税
額
は
同
じ
で
す
。

【
問
】納
付
方
法
は
ど
う
な
る
の
？

【
答
】

○
納
付
書
で
納
付
の
方

　
　

７
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
と
納
付
書（
９
回

　

分
）を
送
り
ま
す
の
で
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く

　

だ
さ
い
。

○
口
座
振
替
で
納
付
の
方

　
　

７
月
中
旬
に
納
税
通
知
書
を
送
り
ま
す
。

　

７
月
〜
３
月
ま
で
の
９
回
に
分
け
て
振
替
に
な
り

　

ま
す
。

※
特
別
徴
収（
年
金
か
ら
の
天
引
き
）の
方　

　
　

こ
れ
ま
で
ど
お
り
変
更
は
あ
り
ま
せ
ん
。年
６

　

回
に
分
け
て
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す
。

お
問
い
合
わ
せ
先

　

税
務
課　

町
民
福
祉
グ
ル
ー
プ

　
【
有
線
】２
０-

４
１
０
２ 
【
電
話
】５
２-

２
６
７
４

環境にもお財布にもやさしい生活にチャレンジ！！
「一人の１０歩より十人の１歩」
　温暖化の影響を肌で感じるようになりましたが、温暖化対策は進んでいません。なかでも家庭での取
組みが進まず重要視されています。もしかしたら、皆さんはこう思っているかも? 「微々たることを積み上
げてもつまらん」「わしがやらんでも大局には影響せん」「会社では取り組んでいるが、家ではリラックスし
たい」など。
これまでこのコラムでは、「家庭で私たちができること」をご紹介してきましたが、内容は微々たるものです。
一人では虚しくなるくらいです。ならば、仲間を増やしましょう!　例えば、気候変
動のニュースを見ながら、家族で話し合う。やってよかったこと得したことを友達
に話す、など。一人の１０歩より十人の１歩の方が心強いですね。

地球温暖化防止対策地域協議会・エコナイト
　（奥出雲町在住しまねエコライフサポーターの会）

期  別

納付月

第１期

７月

第２期

８月

第３期

９月

第４期

10月

第５期

11月

第６期

12月

第７期

１月

第８期

２月

第９期

３月

令
和
２
年
度
か
ら

　
　
　
　
　
国
民
健
康
保
険
税
の
納
付
回
数
が
変
わ
り
ま
す

★令和2年度からの国民健康保険税の納期

　

令
和
２
年
度
か
ら
、奥
出
雲
町
の
国
民
健
康
保
険
税
の
普
通
徴
収（
納
付
書
や
口
座
振
替
で
の
納
付
）

は
、４
月
の
仮
算
定
を
廃
止
し
、７
月
に
本
算
定
を
し
て
納
付
が
始
ま
り
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
仮
算
定
で
は
前
々
年
の
所
得
を
も
と
に
保
険
税
を
計
算
し
、本
算
定
で
は
前
年
の
所
得
を
も

と
に
計
算
し
て
い
た
た
め
、前
々
年
と
前
年
を
比
べ
所
得
が
大
き
く
変
わ
っ
た
場
合
な
ど
は
、納
付
月
に
よ

っ
て
税
額
に
大
き
な
増
減
が
生
じ
て
い
ま
し
た
。納
付
月
の
税
額
を
均
等
に
し
て
分
か
り
や
す
い
仕
組
み
に

す
る
た
め
に
、仮
算
定
を
廃
止
し
ま
し
た
。

　

今
月
号
で
は
、皆
様
か
ら
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。
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税
金
・
使
用
料
な
ど
公
共
料
金
の

  

2
月
分
の
口
座
振
替
は

    

3
月
2
日（
月
）で
す
。

〜
口
座
振
替
の
お
知
ら
せ
〜

今
回
の
振
替
は
次
の
14
項
目
で
す
。

　

○
固
定
資
産
税（
第
４
期
）

　

○
国
民
健
康
保
険
税（
第
11
期
）

　

○
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

　

○
情
報
通
信
使
用
料

　

○
上
水
道
使
用
料

　

○
下
水
道
使
用
料

　

○
保
育
料

　

○
住
宅
使
用
料

　

○
住
宅
駐
車
場
使
用
料

　

○
住
宅
共
益
費

　

○
老
人
ホ
ー
ム
入
所
費
用
等
徴
収
金

　

○
訪
問
看
護
利
用
料

　

○
介
護
サ
ー
ビ
ス
利
用
料

　

○
介
護
老
人
保
健
施
設
利
用
料

＊
納
税
通
知
書
等
で
金
額
を
ご
確
認
い
た
だ

　

き
、
今
一
度
通
帳
残
高
を
お
確
か
め
い
た

　

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　
下
水
道
使
用
料
金（
公
共・農
集・合
併
）

に
つ
い
て

◎
使
用
人
数
の
変
更
（
転
入
・
転

出
・
出
生
・
死
亡
）
が
あ
っ
た
場
合

は
、
速
や
か
に
役
場
水
道
課
へ
届
出

を
提
出
し
て
下
さ
い
。
使
用
人
数
に

よ
っ
て
使
用
料
金
が
変
わ
り
ま
す
。

新
着
図
書
案
内

奥
出
雲
町

　
　
図
書
館

カ
ル
プ
ラ
仁
多
図
書
室　
☎
５
４‐

２
０
８
３

横
田
コ
ミ
セ
ン
図
書
室　
☎
５
２‐

０
９
４
９

カ
ル
チ
ャ
ー
プ
ラ
ザ
仁
多
図
書
室

『
キ
ッ
ド
の
運
命
』　            

中
島 

京
子 

著

『
人
面
瘡
探
偵
』 　
　

          

中
山 

七
里 

著

『
ど
ん
な
災
害
で
も
お
金
と
く
ら
し
を
守
る
』 

清
水 

香 

著

『
完
全
図
解
腎
臓
病
の
す
べ
て
』                

川
村 

哲
也 

監
修

『
ふ
ゆ
と
み
ず
の
ま
ほ
う
こ
お
り
』

片
平 

孝 

写
真 

文

『
の
ら
猫
の
か
み
さ
ま
』

く
す
の
き 

し
げ
の
り 

作

『
わ
た
し
の
わ
ご
む
は
わ
た
さ
な
い
』 

ヨ
シ
タ
ケ 

シ
ン
ス
ケ 

作 

絵

横
田
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
図
書
室

『
ノ
ワ
ー
ル
を
ま
と
う
女
』　  

神
護 

か
ず
み 

著

『
自
由
は
死
せ
ず
』　             

門
井 

慶
喜 

著

『
千
家
尊
福
と
出
雲
信
仰
』     

岡
本 

雅
享 

著

『
ま
ん
が
で
わ
か
る
自
律
神
経
の
整
え
方
』

小
林 

弘
幸 

著

『
パ
イ
パ
ー
さ
ん
の
バ
ス
』エ

リ
ナ
ー 

ク
ラ
イ
マ
ー 

作

『
あ
た
ま
を
つ
か
っ
た
小
さ
な
お
ば
あ
さ
ん
』

ホ
ー
プ 

ニュー
ウ
ェル 

作

『
お
う
さ
ま
が
か
え
っ
て
く
る
１
０
０
び
ょ
う
ま
え
！
』 

柏
原 

佳
世
子 

作

図
書
室
へ
の
ご
寄
贈
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。　
　
　

仁
多
仏
教
会　

様　
　

金
一
封

3
月
の
休
室
日

日
曜
日
、祝
日

3
月
の
休
室
日

月
曜
日
、祝
日

　
　
　

31
日【
月
末
休
室
】

‐今月のピックアップ ‐‐今月のピックアップ ‐

国
税
専
門
官
募
集

　

国
税
庁
で
は
、国
税
専
門
官
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　

１　

平
成
２
年
４
月
２
日
〜
平
成
11
年

　
　
　

４
月
１
日
生
ま
れ
の
者

　

２　

平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
に
生
ま

　
　
　

れ
た
者
で
次
に
掲
げ
る
も
の

　
　

⑴　

大
学
を
卒
業
し
た
者
及
び
令
和

　
　
　

３
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す

　
　
　

る
見
込
み
の
者

　
　

⑵　

人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
者
に
準

　
　
　

ず
る
と
認
め
る
者

【
採
用
予
定
人
数
】

　

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

【
試
験
の
程
度
】　

大
学
卒
業
程
度

【
受
験
申
込
方
法
】　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
よ

り
申
込
み
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。申
込
専
用

ア
ド
レ
ス（
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
）

　

http

：//www.jinji-shiken.go.jp/

　

juken.html

【
受
験
受
付
期
間
】　

３
月
27
日（
金
）９
時

か
ら
４
月
８
日（
水
）ま
で

【
第
１
次
試
験
】

　

○
試
験
日　

６
月
７
日（
日
）

　

○
試
験
地　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、

　
　

松
江
市・岡
山
市・広
島
市

　

○
試
験
種
目　

基
礎
能
力
試
験（
多
肢

　
　

選
択
式
）・専
門
試
験（
多
肢
選
択
式
、

　
　

記
述
式
）

　

〇
合
格
者
発
表　

６
月
30
日（
火
）

【
第
２
次
試
験
】

　

〇
試
験
日　

７
月
８
日（
水
）〜
17
日　

　
　

（
金
）の
指
定
す
る
日
時

　

○
試
験
地　

広
島
国
税
局
管
内
で
は
、

　
　

広
島
市

　

○
試
験
種
目　

人
物
試
験
、身
体
検
査

　

〇
最
終
合
格
者
発
表　

８
月
18
日（
火
）

【
受
験
案
内
及
び
問
い
合
わ
せ
先
】

　

〇
広
島
国
税
局　

人
事
第
二
課

　
　

（
０
８
２‐２
２
１‐９
２
１
１
）

　

〇
大
東
税
務
署　

総
務
課　
　
　
　

　
　

（
０
８
５
４‐４
３‐２
３
６
０
）

　

詳
細
は
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
国
税
専

門
官
試
験
用
）ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

https

：//www.nta.go.jp/about/recruitment/

　
　kokusen/02.htm

幹
部
候
補
生（一般
）（
男
女
）募
集

　（
陸
上・海
上・航
空
自
衛
隊
）

♦
応
募
期
間

　

３
月
１
日（
日
）〜
５
月
１
日（
金
）

♦
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、令
和

３
年
4
月
1
日
現
在
、22
歳
以
上
26
歳
未

満
の
者（
20
歳
以
上
22
歳
未
満
の
者
は
大

卒（
見
込
含
））、修
士
課
程
修
了
者
等（
見

込
含
）は
28
歳
未
満
の
者

♦
試
験
期
日　

5
月
9
日（
土
）・10
日（
日
）

※
10
日（
日
）は
、飛
行
要
員
希
望
者
の
み

♦
試
験
会
場　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

♦
試
験
種
目　

筆
記
試
験

技
術
海
上
幹
部・航
空
幹
部（
男
女
）募
集

♦
応
募
期
間

　

4
月
17
日（
金
）〜
5
月
22
日（
金
）

♦
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、学
校

教
育
法
に
よ
る
大
学（
短
期
大
学
を
除
く
。）

に
お
い
て
、次
の
部
門（
海
上
自
衛
隊（
艦
船・

航
空
機・武
器・情
報
通
信
、安
全
保
障
、語

学
、心
理
）、航
空
自
衛
隊（
情
報
通
信
、研
究

開
発
、衛
生（
看
護・心
理
）、安
全
保
障
）を

専
攻
し
、令
和
3
年
4
月
1
日
現
在
、大
学

卒
業
後
の
経
過
年
数
等
が
12
年
以
上
45
歳

未
満
の
者
又
は
8
年
以
上
38
歳
未
満
の
者

♦
試
験
期
日　

６
月
22
日（
月
）

♦
試
験
会
場　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

みんなの掲示板みんなの掲示板
男
女
共
同
参
画
川
柳

名
前
あ
る

　

お
い
の
こ
と
ば
に
ゃ

　
　
　

    

耳
か
さ
ぬ

奥
出
雲
町
男
女
共
同
参
画
サ
ポ
ー
タ
ー

　
　
　
　
　
　

 

自
分
の
名
前
が
あ
る
の
に
も
関
わ
ら

ず
、夫
に「
お
い
」と
呼
ば
れ
て
癪
に
さ

わ
り
、知
ら
な
い
顔
を
す
る
。

お
む
つ
換
え

　

手
な
れ
た
息
子

　
　
　

 

ほ
ゝ
え
ま
し

息
子
が
子
育
て
を
し
て
い
る
中
で
、お

む
つ
換
え
も
あ
た
り
前
の
顔
で
こ
な
し

て
い
て
、そ
れ
が
ほ
ほ
え
ま
し
い
。

み
な
の
前

　

主
人
が
消
え
て

　
　
　

    

夫
普
通
に

以
前
ま
で
は「
主
人
」と
言
っ
て
い
た
の

が
、最
近
は
皆
さ
ん
の
前
で「
夫
」と
言

う
よ
う
に
な
り
、そ
れ
が
普
通
に
な
っ

た
。

♦
試
験
科
目　

筆
記
試
験
、口
述
試
験
及

び
身
体
検
査

技
術
海
曹・技
術
空
曹（
男
女
）募
集

♦
応
募
期
間

　

４
月
17
日（
金
）〜
５
月
22
日（
金
）

♦
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、令
和

２
年
４
月
１
日
現
在
、20
歳
以
上
で
、令
和

２
年
７
月
１
日
ま
で
に
資
格・免
許
等（
気

象
予
報
士・第
2
種
電
気
主
任
技
術
者・第

３
種
電
気
主
任
技
術
者
他
）を
有
す
る
者

※
資
格・免
許
等
は
、変
更
に
な
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

♦
資
格
期
日　

６
月
19
日（
金
）

♦
資
格
会
場　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

♦
試
験
種
目　

筆
記
試
験
、口
述
試
験
及

び
身
体
検
査

（
第
1
回
）一般
曹
候
補
生（
男
女
）募
集

♦
応
募
期
間

　

３
月
１
日（
日
）〜
５
月
15
日（
金
）

♦
応
募
資
格　

日
本
国
籍
を
有
し
、採
用

予
定
月
の
1
日
現
在
、18
歳
以
上
33
歳
未

満
の
者

♦
試
験
期
日　

５
月
23
日（
土
）

♦
試
験
会
場　
受
付
時
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

♦
試
験
種
目　

筆
記
試
験
及
び
適
性
検
査

♦
お
問
い
合
わ
せ

　

自
衛
隊
島
根
地
方
協
力
本
部

　

松
江
市
向
島
町
１
３
４
番
１
０
号

　

☎
０
８
５
２‐２
１‐０
０
１
５

放
送
大
学
公
開
講
演
会
の
開
催 

　

放
送
大
学
と
共
催
で
講
演
会
を
開
催

し
ま
す
。 

♦
内
容（
演
題
）生
物
よ
も
や
ま
話

　
　

―
奥
出
雲
町
の
生
物
多
様
性
― 

　

日
本
農
業
遺
産
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
が
、

講
演
を
通
じ
て
生
き
も
の
が
普
通
に
生
き

て
い
る
奥
出
雲
町
の
価
値
や
身
近
な
生
き

物
に
関
心
を
持
って
も
ら
え
れ
ば
幸
い
で
す
。 

　
（
講
師
）元
島
根
大
学
生
物
資
源
科
学

部
准
教
授 

　

放
送
大
学
島
根
学
習
セ
ン
タ
ー
客
員
准

教
授　

大
島　

朗
伸　

氏 

♦
日
時　

３
月
14
日（
土
）

　
　
　
　

13
時
30
分
〜
15
時
30
分 

♦
場
所　

横
田
コ
ミ
ュニ
テ
ィ
ー
セ
ン
タ
ー 

♦
入
場
無
料　

定
員
30
名　

事
前
申
込
制 

♦
申
込
先

　

奥
出
雲
町
教
育
委
員
会
教
育
魅
力
課

　

☎
５
２‐２
６
７
２ 

第
11
回
お
仕
事
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室

「
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
な
ろ
う
！
」

　

大
型
液
晶
タ
ブ
レ
ッ
ト
で
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

を
デ
ザ
イ
ン
し
よ
う
！

♦
日
時　

３
月
15
日（
日
）10
時
〜
12
時

♦
会
場　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

♦
対
象　

小
学
生（
４
〜
６
年
生
）

　
　
　
　

中
学
生

♦
定
員　

10
名

♦
参
加
費　

無
料

※
定
員
に
な
り
次
第
受
付
は
終
了

♦
申
込
方
法

　

２
月
28
日（
金
）か
ら
受
け
付
け
開
始
。

前
日
17
時
ま
で
に
メ
ー
ル
、Ｆ
Ａ
Ｘ
又
は
電
話

に
て
①
お
名
前
②
住
所
③
日
中
の
連
絡
先

④
学
校
名
⑤
学
年
を
お
伝
え
く
だ
さ
い
。

※
お
電
話
で
の
申
込
は
、平
日
９
時
〜
17
時
ま
で

♦
お
申
込
み・お
問
い
合
わ
せ

　

島
根
デ
ザ
イ
ン
専
門
学
校

　

有
線
２
０‐３
２
０
０

　

☎
５
２‐３
２
０
０

　

F
A
X
５
２‐３
２
０
１

　

メ
ー
ル info-s@

shim
ade.ac.jp

　丹生山松平家三万石を襲いだばかりの若
き殿様は江戸城で脂汗を垂らしていた。
　―御尊家には金がない。
　老中からの宣告に慌てて調べてみれば藩
の経済事情は火の車であった。
　借金の積もり積もること二百年、御家を
救う唯一の手立ては計画倒産!?
　読めば福がやってくる！ 笑いと涙の経
済エンターテインメント。
（出版社紹介より記載）

『大名倒産　上・下』



結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（横田コミュニティセンター）１０：００～１５：００
奥出雲町議会
予算特別委員会（集約）１３：３０～
物忘れ相談会（役場仁多庁舎）８：３０～１６：３０

オレンジカフェ（パスカル）１４：００～１６：００
出張年金相談（役場横田庁舎）１０：００～１５：３０
４、５ヶ月児健診（R１年１０月・１１月生）
奥出雲町議会3月定例会
本会議（最終日）１３：３０～
春分の日
古紙回収（横田、鳥上）

結婚・子育てコンシェルジュ相談所
（（カルチャープラザ仁多））１０：００～１５：００

古紙回収（三成、亀嵩）

所得税確定申告及び町県民税申告相談
（役場仁多庁舎）【～４日１１：３０まで】
こころの健康相談日（役場仁多庁舎）１４：００～１５：００
奥出雲町議会3月定例会
本会議（初日）９：３０～
奥出雲町議会　予算特別委員会９：３０～
所得税確定及び町県民税申告相談
（横田コミュニティセンター）【～１６日まで】
歯と口の健康相談室（役場横田庁舎）１０：００～１２：００

古紙回収（八川、馬木）
結婚相談所「はぴこ」
（雲州そろばん伝統産業会館）１０：００～１５：００

結婚相談所「はぴこ」（社会福祉協議会仁多事務所）
１３：３０～１５：３０
素読論語「仁多志学塾」（多根自然博物館）
３歳児健診（Ｈ２８年７月・８月生）
奥出雲町議会3月定例会
本会議（一般質問）９：３０～
出張年金相談（役場仁多庁舎）１０：００～１５：３０
奥出雲町議会3月定例会
本会議（一般質問予備日）９：３０～
古紙回収（布勢、阿井、三沢）
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火

水

木

金
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火

水

木

金

土

15

16

17
18

19

20
21
22
23

24

25
26
27
28
29
30
31

日

月

火
水

木

金
土
日
月
火

水
木
金
土
日
月
火

3 の行事予定月

■
Ｔ
Ｅ
Ｌ：
0854-54-2505  ■

Ｆ
Ａ
Ｘ：
0854-54-1229
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奥
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／
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